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---お問い合わせ 長崎地区実行委員会 事務局

（長崎大学文教キャンパス内）

第72回 海洋教育フォーラム

石黒鎮雄博士がつなぐ英国と長崎
～長崎から世界へ、海でつながる長崎と世界～

■ 主催：日本船舶海洋工学会 海洋教育推進委員会
長崎地区実行委員会

■ 共催：長崎大学 研究開発推進機構
長崎大学 海洋未来イノベーション機構
長崎総合科学大学 海洋エネルギー研究センター

■ 後援：長崎県 / 長崎県教育庁
日本海洋学会 / 一般社団法人明専会
NPO法人長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

■ 協力：気象庁 長崎地方気象台/英国スコットランド国際開発庁
長崎県高校生・大学生環境会議
海星高等学校/長崎県立口加高等学校

■ 協賛：株式会社コミュニティメディア/長崎倉庫株式会社 申込方法

QRコード
または
公式HPから

-公式HP--申し込み-

出島メッセ長崎（長崎市尾上町4-1）
2階コンベンションホール

ハイブリッド開催（オンライン/リアル）

開催方法

開催日時

高校生には
「海洋へのいざない」

全員贈呈！

長崎オープンイノベーション拠点連携企画
長崎開港450周年記念事業

# 海洋観測
# 地球温暖化
# 海の豊かさを守ろう
# 海で世界とつながる
# 海洋プラスチック汚染

12.18 Sat. 13:00 - 18:00

12.19 Sun.

開催場所

9:20 - 18:00 
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開会
主催者挨拶と活動の紹介
⽇本船舶海洋⼯学会海洋教育推進委員会
副委員⻑ ⽥代省三

⻑崎地区主催者挨拶
海洋教育フォーラム⻑崎地区実⾏委員会
（⻑崎開港450周年記念海洋教育企画）
委員⻑ 森⽥孝明

ほか

【講演１】海洋現象解明の
パイオニア・⽯⿊鎭雄博⼠の業績
国⽴研究開発法⼈海洋研究開発機構
地球環境部⾨
海洋⽣物環境影響研究センター兼
南デンマーク⼤学⾃然科学部⽣物学科
デンマーク超深海研究センター
准教授 ⼩栗⼀将

【講演２】⽯⿊博⼠が明らかにした
「あびき」現象といま起こっている

世界の海の変化
気象庁 ⼤気海洋部 環境・海洋気象課
海洋気象情報室
室⻑ 中野俊也

【講演３】観測船による
海洋環境調査研究

~ ⾚道近辺から北極海まで、
世界の海をフィールドに ~

⻑崎⼤学海洋未来イノベーション機構
准教授 近藤能⼦

【特別メッセージ】⻑崎と英国・
スコットランドとの絆によせて

〜英国グラスゴーCOP26の開催を経て〜（案）
英国スコットランド国際開発庁
⽇本代表 スティーブン・ベーカー

２⽇⽬開会

【講演４】国連海洋科学の１０年の開始
と海洋プラスチック研究の動向
〜 SDGs（特にSDG-14）の⽬標達成に向けて〜
東京⼤学⼤気海洋研究所
国際連携研究センター⻑
教授 道⽥豊

【講演５】東京⼤学と⻑崎との連携による
海洋テロワールの推進
東京⼤学⽣産技術研究所 DLXデザインラボ
OMNIプロジェクトリーダー
⽊下晴之

休憩
【講演６】⻑崎のロボティクス技術と
英国⼤学との連携プロジェクトの紹介
ヘリオットワット⼤学
教授 デイビット・フリン
⻑崎⼤学 副学⻑
教授 ⼭本郁夫

【講演７】欧州における⼤学と産業界
が連携した実践型ドクターコース
⼈材育成 IDCOREプログラム
エディンバラ⼤学
教授 デイビット・イングラム

【講演８】⻑崎における海洋再⽣可能
エネルギーにかかる⼈材育成の取組
⻑崎海洋アカデミー
講師 松尾博志
⻑崎⼤学 海洋未来イノベーション機構
副機構⻑ 坂⼝⼤作
⻑崎総合科学⼤学 海洋エネルギー研究センター
教授 松岡和彦

【⾼校⽣・⼤学⽣からの取組発表
（⾼校⽣・⼤学⽣環境会議等連携）】
〜海を起点としたSDGs欧州の取組も学びながら〜
⻑崎⼤学ながさき海援隊の取組（海洋ゴミ）
海星⾼等学校/⻑崎県⽴⼝加⾼等学校 等

総合討論

閉会挨拶
⻑崎⼤学 海洋未来イノベーション機構
機構⻑・教授 征⽮野清

challenge Marine
innovator

Seminar schedule 講演スケジュール

About US  -海洋教育フォーラムとは？-
⽇本船舶海洋⼯学会という学会が主催するイベントです。
「船や海に興味を持つ⼦供たちや海事産業で活躍したい
と考える若者たちを育成すること」が⽬的で、全国各地で

同様の海洋教育フォーラムが開催されています。
⻑崎では、産学官の連携により⻑崎地区実⾏委員会が開催しています。

To the next innovation
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